
令和６年度所有者不明土地等対策モデル事業

流通価値低下、経済価値喪失した不動産の(地域)福利増進事業への土地利活用モデル事業
（鹿児島県鹿児島市 鹿児島相続対策研究会）

事業内容・スキーム

モデル事
業による
取組成果

地域を考える会の発足準備

地域の挨拶回りによる住民との
回を重ねる接触で「地域を考え
る会」発足の準備が整ってきた。

対象地域 対象地域の特性

鹿児島市
清和４丁
目地域

区画整理事業等から取り残された多
数の農地が小規模乱開発にて宅地
化した地区。居住者の相続、施設入
居等を機に建物の経年劣化が進み、
狭あい・法外道路等を因として経済
価値を喪失した「空き地（1区画）・
空き家（５区画）」が長期未利用、
所有者不明土地・建物となっている。

地域が抱えている課題

私道に囲まれ、土地の前面道路は車両侵入不能の行き止ま
りの袋路となっている。また、訪問者用の車両駐車施設等がな
く、火災・災害、介護・医療用の車両駐車・Uターンが出来な
い状況にある。
車両利用状況の改善や、地域の「災害・火災・救急事態への
安心・安全の実現」への対応及び低未利用空き地・空き家の
利活用による多世帯の「生活・サービスの質向上」と資産価値
の再生が必要。

主な取組内容

●地域住民、多区画に渡る空き地・空き家の所有者・相続
人等に対して、(地域)福利増進事業実施に向けた働きか
けを行う。

●土地所有者・専門家・地域・行政等との調整を経て、地域
福利増進事業の具体的な取り組みを企画・提案。

●「空き地・空き家」の個別調査、相続登記未了で所有者不
明となっている不動産の相続人探索、長期未利用空き地・
空き家の土地利活用事業を企画し、社会実験を実施。

○不動産に関する専門家が連携し、空き地・空き
家、所有者不明土地予備地への対応を担う体
制として専門家集団を➀要因調査+課題解決
部会、②(地域)福利増進事業への利活用部会、
③情報処理部会の三部門を設け、実行力を持
つ推進体制を編成。

○出口戦略を担当する(株)ＮＳレジデンスによる資
産再生事業として(地域)福利増進事業、ソー
シャル事業の実施をしていく。

○所有者不明土地利用円滑化等推進法人に関
する取組は(株)NISSYOにて推進していく。

専門家・大学との研究活動の推進

志學館大学との交流により、所有者不
明土地対策、空き家・空き地の利活用
等が研究課題として取り上げられ、大
学との共同研究の場が整ってきた。
専門家とも共有物分割、連絡不能共
有者の持分の取得等に関する協議を
行い、具体的な方向性を確認した。

地域福利増進事業の検討

対象地域内の管理不全空き家と
隣地の空き地について所有者不
明土地法に基づく探索に着手した。
地域福利増進事業に向けた手続
きに向けて、九州地方整備局から
の働きかけにより、鹿児島市を交え
た検討が進行している。

空き地活用の社会実験「清和マルシェ」

対象地域内の空き地を活用したマルシェを志學館大学の
協力の下に企画・実施した。
マルシェの場で地域住民との交流・意見交換を行い、課
題共有を図ることができた。
近隣の協力により駐車場を3~5台分確保でき、所有者
からは、今後の相続空き家の利活用の打診を受けること
ができた。

※鹿相研では
・所有者不明土地が混在した一連の土地での事業は特別措置法に基づく地域福利増進事業
・所有者が判明しているが、将来所有者不明土地になる恐れのある低未利用地での事業は
福利増進土地利活用事業

として定義し、両事業を併せて(地域)福利増進事業と表現している。
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